
　JR 北伊予駅自由通路の整備については、平成 26年７
月に町議会に特別委員会が設けられ、事業費や費用対効
果などについて議論されたところです。
　松前町としても、さまざまな検討や考察を行ってきま
したが、JR松山駅付近連続立体交差事業による車両基地・
貨物駅の移転に伴う周辺整備の補助制度を活用し、左記
の通りJR北伊予駅自由通路の整備を実施する方針を固め
ました。
　今後、関係者や関係機関と協議を進め、平成 30年度の
完成を目指していきます。補助制度を活用するための期
限が近付いており、今回の判断をしたことに関して、町
民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

 N e w s  役場からのお知らせ

 ＪＲ北伊予駅自由通路の整備を
推進 します

 松前町長

大 募 集

　平成27年度に行われた「作兵衛子供会議」での、中高生
の皆さんの提案を受け、義農祭が生まれ変わります。
　松前・岡田・北伊予の３校区の枠を越え、中高生らによる
特産のはだか麦を使ったブースやナイトイベントなどの新し
い催しで、子どもから大人まで楽しむことができます。

出演・出展・ボランティアスタッフの参加希望者は、お問い合わせを。

日時　4月23日㊏  10時～20時
場所　義農公園
内容　式典、中高生による「はだか麦を使ったブース」
　　　義農祭初のナイトイベント（18時30分～）
　※詳細はホームページに掲載します。

義農祭 が 変 わる。 ４ 月 ２３ 日 ㊏松前町 × 中高生で生み出す新しいカタチ

祭りに参加したい町内の中高生

子どもも
、大人も、集まれ

問総務課企画政策係
☎ 985-4103

体
感
セ
ヨ
。

義
農
ス
ピ
リ
ッ
ツ
。

▼
整
備
を
行
う
理
由

①
地
域
分
断
の
解
消
と
賑
わ
い
創
出

　

自
由
通
路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
Ｊ

Ｒ
予
讃
線
に
よ
る
地
域
の
分
断
の
解
消
、

将
来
の
北
伊
予
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創

出
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。

②
利
便
性
向
上
と
安
全
性
の
確
保

　

自
由
通
路
は
、
北
伊
予
駅
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
と
、
安
全
性
の
確
保
に

役
立
つ
施
設
で
あ
る
た
め
。

③
補
助
制
度
を
活
用
で
き
る
機
会

　

実
施
に
当
た
っ
て
、
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
や
、
有
利
な
地
方
債
の
借
入
が

で
き
る
今
な
ら
、
実
質
的
な
町
の
負
担

が
か
な
り
軽
減
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
北

伊
予
地
域
を
は
じ
め
、
松
前
町
の
将
来

の
発
展
の
た
め
に
は
、
有
利
な
補
助
制

度
を
活
用
で
き
る
こ
の
機
会
に
整
備
し

て
お
く
こ
と
が
、
ベ
ス
ト
の
選
択
だ
と

判
断
し
た
た
め
。

▼
当
初
の
計
画
と
の
相
違
点

①
自
転
車
用
ス
ロ
ー
プ
を
取
り
や
め

　

設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
た
自
転
車
用

の
ス
ロ
ー
プ
を
取
り
や
め
、
歩
行
者
専

用
に
す
る
こ
と
で
事
業
費
を
抑
制
。

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
設
置
を
検
討
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
土
木
係

☎
９
８
５
―
４
１
２
３
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納付月 徴収区分

4 月 仮徴収
どの月も原則

平成 28 年 2 月と
同額

6 月

8 月

10 月

本徴収
年間保険料 （ 税）額

－仮徴収納付額

12 月

29 年
2 月

　

税
務
課
町
民
税
係（
税
の
こ
と
）　

☎
９
８
５
―
４
１
１
０

保
険
料
や
税
を
年
金
天
引
き（
特
別

徴
収
）で
納
め
て
い
る
人
は
、本
年
度
も

引
き
続
き
年
金
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

保
険
料（
税
）
額
決
定
ま
で
は
、
２

月
と
同
額
を
納
め
て
も
ら
い
、
10
月
以

降
の
本
徴
収
で
調
整
し
ま
す
。

▼
対
象
保
険
料
・
税

○
介
護
保
険
料

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

○
国
民
健
康
保
険
税

○
町
県
民
税

問
保
険
課
保
険
料
係（
保
険
料
の
こ
と
）

 

☎
９
８
５
―
４
２
２
７

保
険
料
や
税
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

申
告
加
算
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

問
松
山
税
務
署（
自
動
音
声
案
内
）

 

☎
９
４
１
―
９
１
２
１

　

税
務
課
町
民
税
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
０

【
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
】

　

法
人
税
額
が
修
正
申
告
や
更
正
・
決

定
で
当
初
よ
り
増
額
に
な
る
と
き
は
、

法
人
町
民
税
の
修
正
申
告
が
必
要
で

す
。
す
ぐ
に
修
正
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
管
理
収
納
係　

☎
９
８
５
―
４
１
０
９

▼
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た

　

税
務
署
に
あ
る
更
正
の
請
求
書
で
訂

正
し
ま
す
。
平
成
27
年
分
確
定
申
告
の

更
正
の
請
求
期
間
は
、
申
告
期
限
か
ら

５
年
以
内
で
す
。

▼
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
・
還

付
を
受
け
た
税
額
が
多
か
っ
た

　

修
正
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
税
務

署
の
調
査
前
に
修
正
申
告
す
れ
ば
、
過

少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

▼
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た

　

す
ぐ
に
確
定
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

税
務
署
の
調
査
前
に
申
告
す
れ
ば
、
無

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
ら
…

平成 28 年度　

納 税 の 期 限

問税務課管理収納係　☎ 985-4109

税　目 期 別 納 期 限 口座振替日 

固定資産税

第１・全期             5 月 2 日 4 月 25 日
2              8 月 1 日 7 月 25 日
3           12 月 26 日 12 月 26 日
4 H29   2 月 28 日 H29  2 月 27 日

軽自動車税 全期             5 月      31 日 5 月 25 日

町県民税

第１・全期             6 月 30 日 6 月 27 日
2             8 月 31 日 8 月 25 日
3           10 月 31 日 10 月 25 日
4 H29   1 月 31 日 H29  1 月 25 日

国民健康
保  険 税

第１・全期             8 月      1 日 7 月 25 日
2             8 月 31 日 8 月 25 日
3             9 月 30 日 9 月 26 日
4           10 月 31 日 10 月 25 日
5           11 月 30 日 11 月 25 日
6           12 月 26 日 12 月 26 日
7 H29   1 月 31 日 H29   1 月 25 日
8  2 月 28 日 2 月 27 日
9  3 月 31 日 3 月 27 日

※口座振替の人で振替日に残高不足で引き落としできなかった場合
は、納期月の翌月 10 日（1 月と 5 月は 15 日、金融機関が休業日の場
合は翌営業日）にもう一度口座振替します。

平
成
28
・
29
年
度
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
28
・
29
年
度
の
愛
媛
県
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
後
の
保
険
料
は
、次
の
通
り
で
す
。

▼
保
険
料
の
負
担
軽
減
を
継
続

◆
所
得
の
低
い
人
の
軽
減

【
均
等
割
】世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

最
大
９
割
を
軽
減
し
ま
す
。
前
回
の
改

定
に
引
き
続
き
、
２
割
軽
減
、
５
割
軽

減
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

【
所
得
割
】基
礎
控
除
後
の
総
額
が
58
万

円
以
下
の
人
は
、５
割
を
軽
減
し
ま
す
。

◆
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

の
軽
減　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
人（
国
民
健
康
保
険
・

国
民
健
康
保
険
組
合
は
除
く
）は
、
所

得
割
額
の
負
担
は
な
く
、
均
等
割
額
が

９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
社
会
全
体
で
支
え
て
い
る
制
度

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
に

か
か
る
費
用
の
う
ち
、
医
療
機
関
な
ど

で
支
払
う
窓
口
負
担
を
除
い
た
費
用
を

公
費（
国
・
県
・
市
町
の
負
担
金
）約
５

割
、
後
期
高
齢
者
支
援
金（
現
役
世
代

の
保
険
料
）
約
４
割
、
残
り
の
約
１
割

を
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
、

社
会
全
体
で
支
え
て
い
る
制
度
で
す
。

　

医
療
給
付
費
は
、
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も
、被
保
険

者
の
保
険
料
を
で
き
る
限
り
軽
減
す
る

た
め
、
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
県
財
政
安
定
化
基
金
を
活

用
し
て
保
険
料
を
改
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
健
康
管
理
や
適
正
受
診

へ
の
取
り
組
み
が
医
療
給
付
費
の
増
加

を
抑
え
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
愛
媛
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
９
１
１
―
７
７
３
３

　

保
険
課
保
険
料
係

☎
９
８
５
―
４
２
２
７

28・29 年度 26・27 年度

均等割額 46,308 円 45,231 円

所得割率 9.16% 9.05%

限度額 57 万円 57 万円

◦ 28・29 年度保険料 （1 人あたり年額）

   「均等割額＋所得割額」

※所得割額は「基礎控除（33 万円）後の総所得金額」×所得割率で算定

４
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

平
成
28
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
２
６
０
円
で
す（
前
年
度
よ
り

６
７
０
円
引
き
上
げ
）。

▼
保
険
料
の
納
付

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
て
く
る「
納
付
書
」で
、
毎
月
の
保

険
料
を
翌
月
末
日
ま
で
に
納
め
ま
す
。

　

納
付
場
所
は
、金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
含
む
）や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口

座
振
替
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
前
納
を
利
用
す
る
と
保
険
料

が
割
引
に
な
り
ま
す（
下
表
参
照
）。

▼
学
生
納
付
特
例
申
請
に
つ
い
て

　

所
得
の
少
な
い
学
生
は
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」が
申
請
で
き
ま
す
。

　

申
請
を
希
望
す
る
人
で
、
前
年
度
に

学
生
納
付
特
例
制
度
が
承
認
さ
れ
、
は

が
き
式
の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
た
人

は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
便
ポ
ス

ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す

る
人
は
、
学
生
証（
ま
た
は
在
学
証
明

書
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ

不
可
）を
持
っ
て
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

問
松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
９
２
５
―
５
１
７
５

　

町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
６

28 年度
１カ月分 ６カ月分 １年度分

保険料 保険料 割引額 保険料 割引額

毎月納付 16,260 円 97,560 円 － 195,120 円 －

６カ月前納 － 96,770 円 790 円 193,540 円 1,580 円

１年前納 － － － 191,660 円 3,460 円

※６カ月前納の１年度分は、６カ月ずつを２回に分けて納付した場合です。

◦前納による割引後保険料

委託者名 担当地区

検

針

員

黒瀬　志穂 宗意原・今新開
大石　知津 北黒田・宗意原・新立
山本　巳千代 西高柳・北黒田西・南黒田
楠野　千恵子 北黒田東・新立・宗意原
稲墻　真由美 神崎・塩屋（一部）
加藤　初惠 大間・昌農内
増田　恵美 新立・本村
平野　さつき 上高柳・恵久美・横田
高橋　季美枝 筒井・塩屋（一部）
戎屋　多恵子 筒井
矢野　ちさと 西古泉
池内　桂子 北川原 ･ 南黒田
渡瀨　紀代

徳丸・中川原・出作・鶴吉
増田　弥生
川中　知枝 永田・東古泉・大溝

集

金

員

森本　由記美 南黒田西・北黒田・宗意原・筒井
堀部　一美 本村・筒井東・西古泉
松本　正子 新立・宗意原
戒田　京子 塩屋
阪東　利美 塩屋南
西森　文子 北黒田東
大野　光 新立（駅東）

平成 28 年度 　水道検針・集金事務委託者

問上下水道課水道業務係　☎ 985‒4133
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 役場からのお知らせ N e w s

４
月
１
日
か
ら

障
が
い
者
に
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
料
金
の
助
成
券
を

４
月
１
日（
金
）か
ら
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

町
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ

か
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

※
町
外
の
施
設
入
所
者
は
対
象
外

①
身
体
障
が
い
者
手
帳（
１
級
～
３
級
）

②
療
育
手
帳（
Ａ
・
Ｂ
）

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳（
１

級
・
２
級
）

▼
申
請
手
続
き　

手
帳
と
印
鑑
を
持
っ

て
、
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
︵
一
部
︶

　

松
前
交
通
タ
ク
シ
ー
、
岡
田
タ
ク

シ
ー
、
き
た
い
よ
、
で
あ
い
介
護
タ
ク

シ
ー
、
介
護
タ
ク
シ
ー
わ
か
ば　

ほ
か

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　

☎
９
８
５
―
４
１
１
２

☎
９
８
５
―
４
１
５
５

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を

　
「
後
継
者
不
足
」
や「
高
齢
化
」
な

ど
の
理
由
で
農
地
を
貸
し
た
い
人
と
、

「
機
械
の
効
率
的
な
使
用
」や「
経
営
規

模
の
拡
大
」を
希
望
し
て
い
る
人
と
の

間
で
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
を
行

う
事
業
が「
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
」

で
す
。

▼
貸
し
借
り
の
メ
リ
ッ
ト

①
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
く
れ
ば
必
ず

返
っ
て
く
る

②
期
間
満
了
前
に
、
貸
し
手
・
借
り
手

の
双
方
に
通
知
が
来
る

③
期
間
満
了
後
の
離
作
料
は
不
要

④
利
用
権
の
再
設
定
に
よ
り
継
続
し
て

貸
し
借
り
が
で
き
る　

な
ど

▼
受
付
期
間　

　

４
月
１
日（
金
）
～
28
日（
木
）

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
９
８
５
―
４
１
３
１

①申請書類の提出
②農業委員会の決定
③農用地利用集積計画
　の公告

田 ん ぼ を 任
せたい！

貸し手
経 営 規 模 を
拡大したい！

借り手

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
﹁
わ
た
ろ
う
か  

い
そ
ぐ
気
持
ち
に  

ブ
レ
ー
キ
を
﹂

子
ど
も
・
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
、「
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」を
基

本
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

運
動
の
重
点
は
、
次
の
通
り
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
普
段
の
交
通
ル
ー
ル
を

見
直
し
、
一
人
一
人
が「
思
い
や
り
」

と「
譲
り
合
い
」
の
心
を
持
っ
て
、
悲

惨
な
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
重
点
１ 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

次
の
５
つ
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
を
優
先
し
、
車
道
寄

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進
禁
止

・
交
差
点
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
、

安
全
確
認

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

◆
重
点
２ 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

　

自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
運
転
席
は

も
ち
ろ
ん
、助
手
席
、後
部
座
席
も
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
ま
し
ょ
う
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
も
正
し
く
設
置

し
て
、
子
ど
も
の
大
切
な
命
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◆
重
点
３ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
お
酒
を
勧

め
た
人
や
同
乗
者
も
罪
に
問
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
地
域
」「
家
庭
」か
ら

飲
酒
運
転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◉
ゾ
ー
ン
30
を
設
置
し
ま
し
た

　

広
報
ま
さ
き
２
月
号
で
お
知
ら
せ
し

て
い
た
、
筒
井
・
浜
・
西
古
泉
の
一
部

を
、
最
高
速
度
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
規
制
す
る
「
ゾ
ー
ン
30
」の
設
置
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

区
域
内
は
制
限
速
度
を
守
り
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
伊
予
警
察
署

　

☎
９
８
２
―
０
１
１
０

　

町
民
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
係　

☎
９
８
５
―
４
２
２
８

ゾーン 30 の区域には、路面
表示や標識を設置しています
ので、確認してください。※補助金額は変更することがあります。

国近川

松前港

警察学校

松前公園

松前町役場

松前小学校

伊予高校

56

■下水道整備認可区域
　（補助対象外区域）

国近川

松前港

警察学校

松前公園

松前町役場

松前小学校

伊予高校

56

■下水道整備認可区域
　（補助対象外区域）

国近川

松前港

警察学校

松前公園

松前町役場

松前小学校

伊予高校

56

■下水道整備事業計画区域
  （補助対象外区域）

松前公園

松前町役場

松前小学校

国近川

松前港

警察学校

松前公園

松前町役場

松前小学校

伊予高校

56

下水道整備事業計画区域
  （補助対象外区域）

国近川

松前港

警察学校

松前公園

松前町役場

松前小学校

伊予高校

56

下水道整備事業計画区域
  （補助対象外区域）

国近川

松前港

警察学校

松前公園

松前町役場

松前小学校

伊予高校

56

■下水道整備事業計画区域
  （補助対象外区域）

　

生
活
排
水
な
ど
に
よ
る
公
共
用
水
域

の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
単
独

浄
化
槽
や
汲
取
り
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
設
置
替
え
す
る
人
や
、
新
規
に
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

次
の
全
て
を
満
た
す
人

①
下
水
道
整
備
事
業
計
画
区
域
で
な
い

地
域
に
設
置
す
る
人
【
左
図
参
照
】

②
平
成
28
年
度
中
に
浄
化
槽
を
設
置

し
、
使
用
を
開
始
す
る
人

※
29
年
３
月
15
日
ま
で
に
町
の
完
了
検

査
を
受
け
る
こ
と
。

③
町
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
浄
化
槽
関
係
法
令
を
遵
守
す
る
人

▼
申
請
期
間

　

４
月
１
日（
金
）か
ら
随
時

▼
申
請
方
法　

補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
上

下
水
道
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
下
水
道
業
務
係

☎
９
８
５
―
４
１
２
６

補助金額

  5 人槽  （転換） 332,000 円

  7 人槽  （転換） 414,000 円

10 人槽  （転換） 548,000 円

  5 人槽（新築） 267,000 円

  7 人槽（新築） 331,000 円

10 人槽（新築） 439,000 円

補助金額

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

町
は
、生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入

に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
・
額
・
限
度
数 

▼
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人

①
町
内
に
在
住
し
、
家
庭
で
適
切
な
使

用
・
管
理
・
処
理
が
で
き
る
人

②
町
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

※
町
が
行
う
実
態
調
査
な
ど
へ
の
協
力

を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
期
限　

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

▼
申
請
の
手
続
き　

▽
補
助
金
交
付
申

請
書
▽
対
象
者
②
に
記
載
の
町
税
、
保

険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
も
の（
納
税
証
明
書
や
同
意
書
な

ど
）▽
購
入
商
品
の
見
積
書
▽
印
鑑
を

持
っ
て
町
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
請
求
の
手
続
き　

決
定
通
知
書
が

届
い
た
ら
、
商
品
を
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
後
、
請
求
書
に
領
収
書
を
添

え
て
補
助
金
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
町

民
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
町
民
課
ご
み
対
策
係

 

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

＊予算の範囲内で補助金を交付します。

補助対象 補助金額 補助限度
（1 世帯）

電気式
生ごみ
処理機

購入価格の 1/2
（上限 20,000 円）

５年間で
１基

生ごみ
処理バケツ

購入価格の 1/2
（上限 3,600 円）

３年間で
２基

生ごみ
処理容器

同
様
、
町
が
責
任
を

持
っ
て
行
い
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

　

給
食
セ
ン
タ
ー
係

　

☎
９
８
４
―
１
７
８
６

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
給
食
セ
ン
タ
ー

業
務
の
う
ち
、
調
理
・
配
送
・
洗
浄
の

業
務
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

　

従
来
か
ら
の
献
立
作
成
、食
材
購
入
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
他
の
業
務
や
、

給
食
内
容
や
質
の
確
保
は
、
こ
れ
ま
で

給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
の
一
部
を
民
間
委
託
し
ま
す
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 役場からのお知らせ N e w s

2
住
ま
い
の
相
談

　

松
前
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
建
築
士
グ
ル
ー

プ
主
催
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
程　

毎
月
第
２
火
曜
日

▼
内
容　

耐
震
工
事
な
ど
住
宅
の
こ
と

1 
2 
共
通
事
項

▼
場
所　

庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

問
ま
ち
づ
く
り
課
計
画
建
築
係

☎
９
８
５
―
４
１
２
４

　

土
地
や
住
宅
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い

こ
と
、
困
っ
た
こ
と
を
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

1
境
界
問
題
と
登
記
の
相
談

　

土
地
家
屋
調
査
士
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
主
催
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
程　

隔
月
第
４
火
曜
日

▼
内
容　

境
界
や
登
記
な
ど
土
地
の
こ

と
土
地
・
住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す

  9:30~12:00   13:00~15:30

4/12 篠原  治行 松下  弘

5/10 川中  英明 茂川  俊英

6/7 武智  清 窪田  博文

7/12 大政  晋 篠原  治行

8/9 松下  弘 川中  英明

9/13 茂川  俊英 武智  清

10/11 窪田  博文 大政  晋

11/8 篠原  治行 松下  弘

12/13 川中  英明 茂川  俊英

1/10 武智  清 窪田  博文

2/14 大政  晋 篠原  治行

3/14 松下  弘 川中  英明

◉すまいの相談日程表

庁舎の正面玄関を入ってすぐの場所で
行っています。看板が目印です。

  10:00~12:30   12:30~15:00

4/26 井早  耕治 西田  孝二

6/28 本馬  泉 大政  晋

8/23 西田  孝二 井早  耕治

10/25 大政  晋 本馬  泉

12/20 西田  孝二 井早  耕治

2/28 大政  晋 本馬  泉

◉境界問題と登記の相談日程表

す
る
た
め
、次
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

・
新
立
・
本
村
の
一
部
地
区　

土
地
を
寄

付
し
て
も
ら
う
こ
と
で
町
が
除
却
す
る

た
め
に
要
す
る
費
用
。

・
人
口
集
中（
Ｄ
Ｉ
Ｄ
）地
区　

除
去
す
る

工
事
の
費
用
。

▼
対
象
建
物    

次
の
全
て
を
満
た
す
建
物

①
指
定
区
域
内
で
、
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
建
物

②
敷
地
内
に
所
有
者
、
管
理
者
や
占
有

者
が
お
ら
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
建
物

▼
対
象
者　

建
物
除
却
の
権
限
を
持
つ
人

1 
2 
共
通
事
項

▼
受
付
期
間　

４
月
11
日（
月
）
～
29

年
１
月
20
日（
金
）　

※
受
け
付
け
先
着
順
。
申
請
前
に
、
事

前
に
窓
口
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
計
画
建
築
係

☎
９
８
５
―
４
１
２
４

1 
木
造
住
宅
耐
震
工
事
補
助

　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
た
め
、
建
物

を
補
強
す
る
工
事
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。
ま
た
、
耐
震
工
事
の
補
助
に
必
要

な
耐
震
診
断（
住
宅
の
安
全
性
を
診
断
）

や
耐
震
設
計  （  

補
強
箇
所
の
設
計
図
書

を
作
成 

） を
無
料
で
行
い
ま
す
。

▼
対
象
住
宅  

次
の
全
て
を
満
た
す
住
宅

①
町
内
で
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

②
併
用
住
宅
の
と
き
は
、
住
宅
以
外
の

用
途
の
床
面
積
が
半
分
以
下
の
住
宅

③
二
階
建
て
以
下
の
住
宅
で
、
延
べ
面

積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
も
の

※
枠
組
壁
工
法
、
丸
太
組
工
法
、
特
別

な
認
定
を
得
た
工
法
の
住
宅
は
対
象
外

▼
対
象
者　

住
宅
の
所
有
者

2 
老
朽
放
置
建
物
除
却

　

建
物
倒
壊
に
よ
る
災
害
な
ど
を
防
止

木
造
住
宅
を
所
有
し
て
い
る
人
へ

耐
震
工
事
・
老
朽
放
置
建
物
の
除
却
を
助
成
し
ま
す

    永田地区に獅子舞一式、
宮太鼓、法被、テントなどの
祭り用具が整備されました。

平成 27年度  
宝くじ助成事業で整備

問町民課
　コミュニティ係
　☎ 985-4228
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